
救命最優先／緊急性が高いときは必要な検査や手術を速
やかに行います。緊急性の低いときは必要と判断した診
療だけに限られ、希望通りの診療ができない場合がある
ので、平日や日中の一般外来を受診してください。
診察は重症度順／受け付けの順番と診察順番が異なり、
診察までに時間がかかることがあります。
診療は当番医／診察した医師が必要と判断した場合に、
専門診療科で診察を行う場合もあります。
処方は必要最小限／薬は症状に応じて必要最小限、緊急
処方するものに限られるため、希望の薬を処方できない
場合があります。診察をしないで処方することは、法律
で禁じられています。

 
　 「看護の日」のイベントを開催します
日時／５月10日（水）　午前９時〜午後１時
場所／本館エレベーター２階連絡通路ほか
内容／各種測定（血圧、体脂肪など）、栄養相談、救急処
置法、役立つ災害時の知識、がん相談、心の相談、キッ
ズ白衣試着コーナー、赤ちゃんが元気になるスキンケア
教室（午前11時30分まで）など

 
　 診療案内〜よくある質問と回答〜
Ｑ初診外来の受付時間は
　平日午前７時45分から11時です。自動受付機は午前
６時30分から利用できます。救急外来は24時間365日
受け付けできます。
Ｑ自動精算機の稼働時間は
　午前７時から午後８時です。一部を除き、土・日曜日、
祝日も利用できます。

 
　 救急外来を受診する皆さんへ

　当院は24時間365日、救急患者を診療する体制を整
えていますが、休日や夜間は人手が少なく、可能な検査
や処置も限られます。救急外来は通常の外来診療を行う
所ではないので、一般外来との違いを理解してください。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　悪性腫瘍とは異常な細胞が勝手に増え続け、正常な
組織に侵入して広がり、転移して生命に影響を与える
ものをいいます。種類としては「癌

がん

腫
しゅ

」、「肉
にく

腫
しゅ

」、「それ
以外の腫瘍」があり、専門的には悪性腫瘍全体を「が
ん」、癌腫を漢字で「癌

がん

」と表記を区別しています。血
液がんは「それ以外の腫瘍」に分類され、「白血病」、「悪
性リンパ腫」、「多発性骨髄腫」などがあります。
　白血病は血球細胞ががん化したもので、症状は基本
的に白血球、赤血球、血小板の増減によって決まりま
す。どの血球も、増えれば血管がふさがる状態になっ
て他の臓器に影響し、減れば白血球なら抵抗力の低下、
赤血球なら貧血、血小板なら出血症状になります。い
ずれもある程度進行しなければ症状は出ないため、最
近では症状がないときに検診で発見されることも多く
なっています。　　　　　　　　　
　悪性リンパ腫は、リンパ節にあるリンパ球ががん化
したものです。主な症状はリンパ節腫で、触れて分か

りやすいのは、首の部分、わきの下、ももの付け根で
す。リンパ節は正常でも触ることができますが、痛み
がなく、母指頭大以上の大きさのものはリンパ腫の可
能性があります（痛みのあるものの多くは、一時的な
炎症によるもの）。診断は必ず病理学的な所見による
ため、最終的には腫脹したリンパ節の病理検査が必要
です。　　　　　　　　　
　多発性骨髄腫は、骨髄にある形質細胞ががんになっ
たもので、それにより異常な免疫グロブリン（抗体）が
作られます。免疫グロブリンはたんぱく質なので、血
中総たんぱくは多くの場合に高くなります。３種の血
球は減少しそれに伴う症状に加え、骨の異常からくる
腰痛、腎臓の機能低下などがみられます。
　いずれも抗がん剤による化学療法が必要ですが、白
血病、悪性リンパ腫は化学療法が効きやすく、十分治
ることが期待できます。多発性骨髄腫についても、近
年新たな薬剤が次々と使用できるようになり、治療成
績は向上しています。　
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